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Ⅰ．はじめに
　ヨーガ学派の根本聖典とされ，パタンジャリ（Patañjali）なる人物（1）に帰さ
れる『ヨーガスートラ』（Yogasūtra=YS）には数種の註釈書が著されたが，そ
の中でも 5種の復註が著されるなど，（2）後続の思想家から重視された『ヨーガ
バーシュヤ』（Yogabhāṣya=YBh）は現在でも YSの読解に不可欠な書となって
いる．このYBhの III-17において，著者ヴィヤーサ（Vyāsa, ca. 540-650 A.D.（3））
が一般に文法学派（vaiyākaraṇa）の所説と認識されているスポータ説（sphoṭa-

vāda）を取り入れていることは，1911年に初めて指摘されて以来，（4）その是非
も含めて，諸学者の関心を集めてきた．スポータ説は，「語（śabda）とは何
か」という古典インドの言語哲学における最も根源的なテーマに関わる重要な
理論であるが，一般に正統的インド六派哲学でスポータ説を承認するのはヨー
ガ学派だけであるといわれている．（5）本稿はその論拠となりうるこのYBhの当
該箇所の全容を解明することを目的としている．
　古典インドの言語哲学に関しては，従来諸学者により活発な議論・研究が展
開され，現代語訳も多数公表されている．本稿では，そのような事情を考慮し，
先行諸訳を提示・解釈するなどして，古典インドの言語哲学の一端を闡明して
みたい．論述の次第としては，スポータ説の発生の端緒となる「語（śabda）
の本質」論に関して，文法学派や他学派の所説によってスポータ説の輪郭を鮮
明にした上で，当該箇所の所説を仔細に検討したい．

Ⅱ．古典インドにおける「語（śabda）の本質」論
　古来，インドにおいては，ヴェーダ聖典の解釈・伝承という目的も相俟って，
多くの思想家たちにより言語に対する分析・解釈が盛んに行われてきた．周知
のように，紀元前 4世紀頃の文法学者パーニニ（Pāṇini, ca.4c BCE）はその主
著『八章篇』（Aṣṭādhyāyī）においてヴェーダ補助学（vedāṅga）の一つである
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文法学（vyākaraṇa）を極めて緻密かつ簡潔な文体で体系化して古典サンスク
リット文法を確立した．それに対する註釈書であるパタンジャリ（Patañjali, 

ca.150 BCE）の『大註解書』（Mahābhāṣya=MBh）はそれを高度な思弁をもっ
て哲学的に発展させた．
　古典インドにおける言語に対する問題意識の枢要は，MBhの冒頭に現れる
牛（gauḥ）を例に取った「語とは何か」というあまりにも有名な問いに端的に
現れている．
	 （i）atha gaur ity atra kaḥ śabdaḥ / MBh p.1

	 （1a）Now, what constitutes the word in gauḥ ? (AbhyAnkAr & ShuklA [1975] p.5)

	 （1b）Maintenant dans “gauḥ (boeuf)” qu'est-ce qui est le mot? (FilliozAt [1975] p.15)

	 （1c）さて，<gauḥ>（牛）というこの場合，語とは何か．（服部 [1989] p.41）
	 （1d）さて，牛（gauḥ）という場合，語（śabda）とは何ぞや？（拙訳）
　このMBhの極めて短い問いを契機として，以後諸学派間で活発な議論が展
開してゆくのであるが，MBhはこの自問に対して，以下の様に自答する．
	 	（ii）yena^uccaritena sāsnā-lāṅgūla-kakuda-khura-viṣāṇināṃ saṃpratyayo 

bhavati sa śabdaḥ // MBh op. cit.

	 	（2a）Word is that which, when uttered, gives rise to the knowledge of objects 

possessed of dewlaps, tails, humps, hoofs and horns. (AbhyAnkAr & ShuklA [1975] 

p.6)

	 	（2b）Ce par quoi, prononcé, il y a représentation des objets qui possèdent un 

fanon une queue, une, bosse, des sabots et des cornes, est le mot. (FilliozAt [1975] 

p.22)

	 	（2c）それが発声されれば，頸下の垂肉・尾・背上の隆起・蹄・角をもつ
ものの観念（saṃpratyaya）が生ずるものが語である．（服部 [1987a] p.181）

	 	（2d）それが発声された（uccarita）ことによって，喉袋（sāsnā）・尾（lāṅgūla）・
背（kakuda）・蹄（khura）・角（viṣāṇā）を持つものの観念（saṃpratyaya）
が生ずるところのもの，それが語（śabda）である．（拙訳）

　下線で示したように，この一文から，MBhは語（śabda）を，それが発せら
れることによって対象への「観念が生ずるもの」と理解していることがわかる．
観念（saṃpratyaya）が生ずるというのは，意味／対象（artha）が理解されると
いうことであり，この定義に従えば，語（śabda）とは意味を理解させるもの
（arthapratyāyaka）ということになる．しかしMBhはそれに続いて，別の定義
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を提示する．
	 	（iii）atha vā pratīta-padārthako loke dhvaniḥ śabda ity ucyate / MBh op. cit.

	 	（3a）Or, in other words, word is that sound from which there arises the knowledge 

of things in affairs of the world. (AbhyAnkAr & ShuklA [1975] pp.6-7)

	 	（3b）Ou bien, sens bien connu dans le monde, le son est appelé śabda. C'est ainsi 

que l'on dit à quelqu 'un qui fait du bruit. (FilliozAt [1975] p.22)

	 	（3c）もしくは，世間においては，［それに基づいて］意味対象物が理解さ
れる，［そうした］音声（dhvani）が「語」（śabda）であると言われる．
（拙訳）

　下線部のように，語が音声を意味するというのは，MBhの例を用いれば，
「声を出せ」（śabdaṃ kuru），「声を立てるな」（mā śabdaṃ kārṣīḥ）あるいは「こ
の少年は声を発する」（śabda-kāry ayaṃ māṇavakaḥ）（6）というように，一般に語
（śabda）は音声（dhvani）の意味でも認知されているからということである．
　このように MBhにおいては，語の定義は二説が並記された状態にあるが，
その後文法学派の中でもひときわ異彩を放つ（7）バルトリハリ（Bhartṛhari, ca. 

450-510 A.D.）の出現によって発展を遂げることになる．彼はヴェーダーンタ
哲学の影響を受け，（8）主著である『文章単語論』（Vākyapadīya=VP）の「ブラ
フマンの章」（Brahma-kāṇḍa）と称する第 1章の冒頭偈において，
「無始無終（anādi-nidhana）にして言葉を本質とし（śabda-tattva），（9）不壊な
るもの（akṣara）であり，世界（jagat）の形成（prakriyā）の元（yatas）である
ブラフマン（brahman）は，意味 /対象（artha）として化現する（vivartate）．」（10）

という，後に「語ブラフマン論」（śabdabrahma-vāda）などと呼ばれる独自の説
を提唱し，さらに第 44偈において，先の語の二説に言及する．
	 （iv）dvāv upādāna-śabdeṣu śabdau śabda-vido viduḥ /

	 	 	eko nimittaṃ śabdānām aparo^arthe prayujyate // VP I-44 //

	 	（4a）使用さるゝものたる諸の語に関して，二種の語あり，と語の学者た
ちは知れり．一つは諸の語の（意味を理解せしむる基となる）原因
（nimitta）にして，他は（表示せらるゝ）意味（artha）の意に用いらる．
（中村 [1956] p.225）

	 	（4b）Parmi les éléments verbaux fondamentaux, les experts en retiennent deux, l’un 

qui est cause des paroles (elles-mêmes), l’autre qui sert à (l’ expression) du sens. 

(biArdeAu [1964] p.87)
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	 	（4c）In the words which are expressive the learned discern two elements: one is 

the cause of the real word which, the other, is used to convey the meaning. (iyer 

[1965/1995r] p.52)

	 	（4d）Grammarians consider that there are two ‘word-entities’ (ie, two elements) 

in functional words; one (ie, the sphoṭa) is the cause of the (production) of words 

and the other (the speech-sound) is used in connection with meanings. (PillAi 

[1971] p.9)

	 	（4e）言語学者たちは，〔意味（＝対象）の〕把捉の用具であるさまざまな
ことば（upādāna-śabda）において，二種の語を認める．一方は諸々の語の
原因（nimitta）であり，他方は意味に対して適用される．（服部 [1987a] 

p.182）
	 	（4f）The Vaiyākaraṇas consider that there are two types of Śabdas in functional 

words, one (Vaikhary) is the cause (which enlightens) of the other Śabda (Sphoṭa). 

(SubrAhmAnyAm [1992] p.29)

	 	（4g）［意味＝対象］を理
ウ パ ー ダ ー ナ ・ シ ャ ブ ダ

解させるものとしての語には，「語」［として］二
つ［の側面］があると言語学者たちは知る．（1）ひとつは，［実際に発せ
られる］諸々の具体的音声の発効原因であり，（2）もうひとつは，意味＝
対象［の表示のため］に使用される．（赤松 [1998] p.99）

	 	（4h）Zwei Wörter kennen die Wortkenner bei Wörtern, die zum Gebrauch dienen; 

eins ist der Anlaß für die Wörter, das andere wird im Sinne einer Bedeutung 

verwendet. (rAu [2002] p.11)

	 	（4i）言語学者（śabda-vid）たちは，［意味／対象を］理解させる語（upādāna-
śabda）に，二種の語があると知っている．一つは諸々の語の原因（nimitta）
であり，もう一方は意味／対象（artha）に対して使用される．（拙訳）

　「［意味／対象］を理解させる語」（upādāna-śabda）は明らかに前述（ii）の
MBhの「観念を生じさせるもの」を意味し，「諸々の語の原因」（nimitta）と
いうのは実際の音声を意味していると考えられる．即ちバルトリハリの言う二
種の語は明らかにMBhの所説に関連していると言えるであろう．
　VPに対するバルトリハリの自註（svavṛtti），あるいはハリヴリシャバ
（Harivṛṣabha）なる者の手によるともされる（11）Vṛttiではパタンジャリより古い
文法学者であるヴィアーディ（Vyāḍi, 年代未詳）（12）の『集成書』（Saṃgraha）の
所説として，「［意味／対象を］理解させる［語は，意味／対象の］表示者
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（vācaka）である」（13）という説を提示する．この意味／対象の表示者としての語
は単一不可分（avibhakta）なものでなければならない．何となれば，字音 “g”，
“au”，“ḥ”のいずれかのみによってでは「喉袋等を持つ動物」を表示すること
はできないからである．このことは既にパタンジャリによっても示唆されてい
る．
	 	（v）gaur iti yāvad ga-kāre vāg vartate na^au-kāre na visarjanīye / yāvad au-kāre 

na ga-kāre na visarjanīye / yāvad visarjanīye na ga-kāre na^au-kāre / MBh p.365

	 	（5a）When the speech is in g, it cannot be in au and ḥ; when it is in au, it cannot 

be in g and ḥ, and when it is in ḥ, it cannot be in g and au. (kunjunni rAjA  

[1963/2000r] p.107.)

	 	（5b）When the speech is in ‘g’, it cannot be in ‘au’ and ‘h’ when it is in ‘au’, it 

cannot be in ‘g’ and ‘h’ and when it is in ‘h’ it cannot be in ‘g’ and au’. (rAthore 

[2000] p.48)

	 	（5c）“gauḥ”という場合，発声器官（vāc）が g音に存在する限り，au音と
ヴィサルガ（visarjanīya=ḥ）には存在せず，au音に［存在する］場合は g

音とヴィサルガには［存在せず］，ヴィサルガに［存在する］場合は g音
と au音には［存在しない］．（拙訳）

　この箇所における英訳 2種は “vāc”を “speech”と訳しているが，日本語の語
感として理解するのはやや困難であるように思われる．拙訳では「発声器官」
という訳語を与えたが，その場合，サンスクリット語としては，刹那単位で発
声器官（Nom.）が音節（Loc.）に存在するというニュアンスが表現されてい
ると考えられる．（14）

　つまり “gauḥ”と言う場合に，g音を発声した瞬間には au音とヴィサルガは
まだ生じておらず，au音を発声した瞬間には g音は既に消滅してヴィサルガ
はまだ生じておらず，ヴィサルガを発声した時点では既に前の二音は消滅して
いるということであり，このような部分的な字音が集合しただけでは「喉袋等
をもつ動物」を表示すること，即ち意味／対象を理解させることはできないと
考えられる．故に意味／対象の表示者としての語は単一不可分でなければなら
ないのである．このような単一不可分な語こそがバルトリハリの言うスポータ
（sphoṭa）であり，音声（dhvani）とは対置されるものである．
　“gauḥ”が述べられる場合，話者の観念の中に単一不可分な概念 “gauḥ”があ
り，それが “g”，“au”，“ḥ”という具体的な音声の順序的な発声によって開顕
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（√sphuṭ）（15）されるのである．聴者は開顕された “gauḥ”を聞くことで，その意
味／対象を理解するのである．（16）

Ⅲ．ミーマーンサー学派のスポータ説批判
　このように，具体的な音声以外に単一不可分な語を認めるスポータ説に対し
ては，ミーマーンサー学派によって批判が為された．『ミーマーンサースート
ラ』（Mīmāṃsāsūtra）に対するシャバラスヴァーミン（Śabarasvāmin, ca.550 

A.D.）（17）の註釈書（Śābarabhāṣya=ŚBh）には，ある註作者（Vṛttikāra）の所説
として，以下の様な一文が引用されている．
	 	（vi）atha gaur ity atra kaḥ śabdaḥ? --- gakāra-aukāra-visarjanīyā iti bhagavān 

upavarṣaḥ / śrotra-grahaṇe hy arthe loke śabda-śabdaḥ prasiddhaḥ / te ca śrotra-

grahaṇāḥ / ŚBh p.38

	 	（6a）(Erwiderung:) Was ist, wenn man „Kuh (gauḥ)“ sagt, dabei das Wort? ---

(Die Laute) g, au, und h; so sagt der ehrwürdige Upavarṣa. Denn im täglichen 

Leben gilt das Wort „Wort“ für einen durch das gehör erfaßten Gegenstand. Und 

die (Laute) werden durch das Gehör erfaßt. (FrAuwAllner [1968] p.39)

	 	（6b）When one utters [the word] cow, what is Śabdaḥ here? Bhagavān Upavarṣa 

answers: ‘[The syllables] g, au, ḥ.’ For in daily life the word Śabdaḥ is used for the 

‘thing’ that is grasped with the help of the ear. And the [syllables] are grasped by 

the ear. (D’SA [1980] p.78)

	 	（6c）さて，<gauḥ>（牛）というこの場合，語とはなにか．g音，au音，ヴィ
サルガ（ḥ）であると尊師ウパヴァルシャ（Upavarṣa）は言う．なぜならば，
「語」ということばは聴覚器官によって捉えられるものを意味すると世間
に周知されており，そして，それら〔の音節〕は聴覚器官によって捉えら
れるからである．（服部 [1987a] p.190）

	 	（6d）さて，牛（gauḥ）という場合，語とは何ぞや？ g音と au音とヴィサ
ルガであると尊師ウパヴァルシャ（Upavarṣa）は［言う］．何となれば，
「語」（śabda）という言葉は聴覚器官の把捉対象（śrotra-grahaṇa）を意味す
ると世間においてよく知られているからである．（拙訳）

　このように Vṛttikāraはウパヴァルシャ（Upavarṣa）（18）の言葉を引いて，語と
は聴覚器官によって捉えられる具体的な音声，すなわち音節（字音	varṇa）で
あることを主張する．
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　しかし，前述のように，スポータ論者の論理に従えば，刹那単位で生滅する
音節の個別的な把捉では意味を理解することはできないということになる．そ
のため註作者はこの箇所に引き続いて，スポータ論者からの「個々の音節
（eka-eka-akṣara）を認識するときには意味／対象（artha）は把捉できないので，
意味／対象の観念（artha-pratyaya）が生じない」というこの主張に対して為さ
れる反駁を紹介し，（19）そして（v）のMBhの主張のように音節の集合を否定し，
意味／対象を理解させる「牛という語」（go-śabda），すなわちスポータがある
という反論者（＝スポータ論者）の主張を想定する．
　註作者はこの主張に対して，「前の字音によって生ぜられた潜在印象（saṃskāra）
に伴われた最後の字音が［意味／対象を］理解させるもの（pratyāyaka）である
というのは誤りではない」と再反論し，あくまでも字音以外の語を容認せず，（20）

「単語は諸々の字音に他ならない」（21）という結論を言明するのである．
　このように，相互に相手の所説を批判し合う形で，スポータ論者（sphoṭa-

vādin）と字音論者（varṇa-vādin）の「語の本質」を巡る論争が展開されてゆく
のである．この論争は特に 7世紀以降に活況を呈し，字音論に立つミーマーン
サー学派の学匠クマーリラ（Kumārila, ca. 650-700 A.D.）は ŚBh第 1篇第 1章
に対する評釈である『偈評釈』（Ślokavārttika=ŚV）の「スポータ論」（Sphoṭa-

vāda）章において，スポータ説に対して鋭い批判を加えた．それに対して，初
めは彼の弟子で，後にヴェーダーンタ学者（vedāntin）に転向したと伝えられ
る思想家マンダナミシュラ（Maṇḍanamiśra, ca. 675-725）（22）は『スポータの論
証』（Sphoṭasiddhi=SS）において ŚVの詩節を引用して反論している．
　また，ヴェーダーンタ学派の高名な学匠シャンカラ（Śaṅkara, ca. 700-750 

A.D.）もその著『ブラフマスートラバーシュヤ』（Brahmasūtrabhāṣya=BSBh）
I-3.28においてスポータ説批判をおこない，先の「語とは字音に他ならない」
というウパヴァルシャの主張もその典拠として挙げられている．（23）金沢篤氏に
よれば，シャンカラは「śabdaの実質を varṇaとし，śabdaを具現するものとし
て Vedaを位置づけ，śabdaに神秘的な力を付与する可能性を孕む sphoṭa論に
は与」（24）しなかったとされる．この金沢氏の所説を敷衍するならば，同じ
ヴェーダーンタ学派であっても，マンダナミシュラが SSを著してある意味で
スポータ説に与するような立場を取ったのに対して，シャンカラは正統的な
vedāntinとしての矜恃を保ったとも言えよう．その点に関して，BSBhの当該
箇所を虚心に読む限り，金沢氏の所説は全く妥当であると筆者も考えるが，そ
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の場合，この BSBhの著者シャンカラと YSの復註である『ヨーガスートラ
バーシュヤ註解』（Yogasūtrabhāṣyavivaraṇa=V）の著者シャンカラが同一人物
であるのか否かという問題が別の検討課題として挙げられねばならないであろ
う．何となれば，Vの著者は本稿の主題でもある YBh III-17に対する註解にお
いて，ŚVの Sphoṭavāda章から 6偈を引用し，文法学派の所説に基づいてクマー
リラによるスポータ説批判に対して論駁しているからである．（25）このことは長
年結論を見ないこの問題に関して，別人説の強力な論拠として挙げられるであ
ろう．
　このように，これまでの検討で明らかになった古典インドにおける語（śabda）
の本質論とそれに関わるスポータ説を踏まえて，以下においては，それがどの
ように YBh III-17の中に敷衍されているのかを検討したい．
	 （続）
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註
⑴　この人物がMBhの作者であるパタンジャリと同一人物であるという説も存するが，
その論拠は 11世紀を遡り得ず，判然としない．Cf.本多 [2007a] pp.15ff.
⑵　本多 [2007a] pp.28-30.
⑶　本多 [2007a] p.28.
⑷　jAcobi [1911] p.28.
⑸　中村 [1956] pp.259-260,伊原 [1965] p.1.
⑹　tad yathā / śabdaṃ kuru / mā śabdaṃ kārṣīḥ / śabda-kāry ayaṃ māṇavaka iti / dhvaniṃ 

kurvann evam ucyate / tasmād dhvaniḥ śabdaḥ // MBh p.1
⑺　中村 [1995] p.327.
⑻　中村 [1956] pp.55ff.
⑼　筆者は以前，この śabda-tattvaという複合語の解釈について少しく論じたことがある
（和田 [2011]）．そこで筆者はこの複合語について，仏教の論師シャーンタラクシタ
（Śāntarakṣita, ca. 725-784 A.D.）が『真実綱要』（Tattvasaṅgraha=TS）においてこの VP 
I-1を紹介している偈（TS 128）の解釈と，彼の高弟カマラシーラ（Kamalaśīla, ?-797）
によるその箇所の註釈の記述を援用して，バフヴリーヒ複合語（Bahuvrīhi-compound）
による解釈が妥当であると論じたのであるが，いかに文法学者といえども語（śabda）
をインドにおける最も根源的な実在であるブラフマン（brahman）より本質的な階層
に位置せしめられるか，現在ではやや懐疑的である．シャーンタラクシタやカマラ
シーラという仏教の論師による解釈以外にバフヴリーヒ複合語説を補強する有力な解
釈が存在しないというのもその要因である．本稿においては主題から逸脱する危惧か
ら，この問題に関する詳細な再検討を割愛し，訳文も当時のまま掲載したが，筆者と
しては，赤松 [1998]等の主張するタトプルシャ複合語（Tatpuruṣa-compound）や（cf.	
赤松 [1998] pp.243-240），カルマダーラヤ複合語（Karmadhāraya-compound）を含むあ
らゆる解釈の可能性を俎上に載せて，今一度当該偈を虚心に読み直してみる必要性を
感じていることを言明しておきたい．
⑽　anādi-nidhanaṃ brahma śabda-tattvaṃ yad akṣaram / 
 　vivartate^artha-bhāvena prakriyā jagato yataḥ // VP I-1 //
⑾　Cf. iyer [1969] pp.16-36.
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⑿　中村 [1956] pp.33-34; cf.赤松 [1998] pp.278-277.
⒀　vācaka upādānaḥ... (iyer [1966/1995r] p.101)
⒁　議論を先取りする形にはなるが，後述する YBh III-17冒頭に「このうち，発声器官
（vāc）は諸字音（varṇa）においてのみ（eva），意味を有する（arthavat）」（tatra vāg varṇeṣv 

eva^arthavatī / YBh p.137）という一文が見える．この直後の文に，「聴覚器官（śrotra）
の対象（viṣaya）が音（dhvani）の変化一般（pariṇāma-mātra）である」との記述があ
るため，この一文において，音節（varṇa）に対して有効である “vāc”は「発声器官」
であると解釈するのが妥当であると考えられる．さらにこの一文における “vāc”
（Nom.）と “varṇa”（Loc.）の格（case）も先のMBhの引用文（v）と一致している点も
注目すべきであろう．このことからもこの引用文（v）に現れる “vāc”は「発声器官」
として解釈されるのが妥当であると推認されよう．
⒂　そもそも「スポータ」（sphoṭa）という語は √sphuṭ（開く・開顕する・明瞭になる）
という動詞語根の過去受動分詞形である．
⒃　Cf. VP I-48~50 and Vṛtti.
⒄　中村 [1955] pp.189-222.
⒅　中村 [1955] pp.34-55, 705-726.
⒆　yady evam, artha-pratyayo na^upapadyate / ---katham?--- eka-eka-akṣara-vijñāne hy artho 

na^upalabhyate / ŚBh p.38
⒇　pūrva-varṇa-saṃskāra-sahito^antyo varṇaḥ pratyāyaka ity adoṣaḥ / ibid.
�　tasmād akṣrāṇy eva padam / ŚBh p.40
�　現在は否定されているものの，彼は最初クマーリラの弟子であり，後にヴェーダー
ンタ学派のシャンカラとの討論に敗北してその弟子になり，スレーシュヴァラ（Sure-
śvara）と改名したと伝えられてきた．しかし彼には『ブラフマンの論証』（Brahmasi-
ddhi）という著作があることから，ヴェーダーンタ哲学に関する造詣も深く，ヴェー
ダーンタ学者（vedāntin）としても当時有名であったようである．Cf.中村 [1955] pp. 
248-251.
�　varṇā eva tu śabdaḥ iti bhagavān upavarṣaḥ / BSBh pp.324-325.
�　金沢 [2013] p.6.
�　V p.268; cf. ŚV V-11.131~136.
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